
②川の軸（南側）

②川の軸（南側）

マスタープラン案イメージ
・ 川沿いに緑道、街区公園、民地側のオープンスペースがなる水辺空間を創

出
・ 川沿いの散策路の両側にﾋｶﾝｻﾞｸﾗ､ｾﾝﾀﾞﾝｷﾞなどの並木
・ 街区公園と水辺の一体化（川の水量が豊富）

→ 緩傾斜の川岸などの親水公園化を図るが、デザイン的にやりすぎない
ことが大切

・ 芝生の広場に大木の影のシンプルな街区公園

提案・課題
４号公園
・「落ち着いた感じの静かな水辺の公園」
・湧き水を利用した公園（水の流れは４号公園内で奈留川に戻す。湧き水を５号
公園まで引き込んだ場合、奈留川が水枯する恐れがある）
・公園中央に大きな木を植え緑陰を作り、ベンチでお昼時にはお弁当を食べたり、
読書などができる雰囲気をつくる。大人が楽しめる落ち着いた公園。

５号公園
・「明るくオープンで動的な公園」
・スポーツ等のアクティビティができる公園（草サッカー、凧揚げ、ゲートボー
ル、グランドゴルフ、各種イベント等）
・走り回れる原っぱのイメージ（遊具はおかない）
明るくオープンな空間とし、死角を作らない。
水辺や公園の周りをウオーキングで楽しめる。

その他公園
・地区全体の公園のバランスやネットワーク化を考える。
・奈留川整備事業はすでに事業が始まっていたが、一部意見を反映してもらうこ
とができた。今後の各種整備についても、まちづくり組織や住民と調整しなが
ら進めてほしい。
・行政は、川、公園、道路等、それぞれ部署や整備時期が異なり、個別に設計が
進められがちである。まちづくりの基本的考え方、全体のデザインをコーディ
ネートしながら、調和の取れた整備を行ってほしい

奈留川及び隣接の公園整備

奈留川写真

整備前 奈留川

整備後 奈留川
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作画 小野啓子

４･５号街区公園 平面図

４･５号街区公園 鳥瞰図

■ 水辺のイメージ

■ 原っぱのイメージ

四号・五号街区公園（案）
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